
２０２４.４.１９ 避難訓練 
先日も四国沖で地震がありましたが、日本はたいへん災害の多い国で

す。滋賀県は津波の心配こそないものの、地震、台風、土砂災害、火災な

ど災害には「常に備える」ことが大切です。

米原高校は土砂災害警戒区域のすぐ近くにあるために、災害時の避難に

も工夫が必要です。

本日は、火災を想定した避難訓練を実施し、避難経路の確認を行いまし

た。

６時間目の終了ごろ、校内に訓練のための警報が流れました。

生徒が迅速かつ静かに避難経路を確認しながら避難しています。

整列し、クラスごとに点呼を受け、教頭先生から講評をいただきま

した。これまでに学んだ防災への意識を大切に、危機管理の大切

さについてお話しされました。

高校生のみなさんは、自分自身の命と安全を守るのが一番ですが、いざという場合には地域で防災の中心として家族

を守る、地域を守ることも必要になってくるかもしれません。地域のハザードマップを確認したり、いざという時には自

分はどういう動きをするか、家族との連絡はどうするか、準備するものはなにか、と思いを巡らせてみたりすることも

大切です。今日の防災訓練を基に家庭でも防災について話をしてみましょう。




